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〔月の呼び名〕水無月の無は「無し」の意味でなく、「の」に当たる連体助詞で、実際には「水の

月」という意味です。このほか、「葵月
あおいづき

」「季月
きげつ

」「朔月
さくげつ

」「焦月
しょうげつ

」「松風月
まつかぜつき

」「風待月
かぜまちづき

」 

「鳴雷月
なるかみづき

」「蝉羽月
せみのはづき

」「常夏月
とこなつづき

」「長夏
ちょうか

」「旦月
たんげつ

」など。 

〔旬のもの〕おこぜ、めばる、かさご、イサキと、江戸前の魚が旬。１日に漁が解禁される鮎が出

回ります。農産物では山形のさくらんぼに秋田のじゅんさい、里芋など。俗に「食べると物忘れが

ひどくなる」といわれるみょうがですが、栄養学的にそうした成分は含まれていないとのこと。 

〔６月の気象〕梅雨を迎える６月の空模様は気まぐれで、梅雨前線の動きで微妙に変化するもの。

曇りや雨の日が多い反面、晴れ間が出ると蒸し暑くなります。心配なのは、やはり大雨による降雨

災害。一度にたくさん降るときはもちろん、長雨が降り続くときには、地面の状態の変化に注意し

ましょう。 

★６月の覚書★ 

※出典：「日本の３６５日季節の道しるべ」 日本気象協会/著 

講座のご案内 

赤ちゃんとママの絵本の読み聞かせを通して、

親子のふれあいや、読み聞かせの楽しさを感じ

てください。 

＜日時＞令和元年7月11日（木） 10:00～11:00 

＜定員＞20組 

＜会場＞スイトピアセンター 学習館３階 3-4和室 

＜講師＞櫻井美音子さん （元大垣市立幼稚園教諭（教育指導員）） 

＜申し込み＞6月17日（月）から大垣市立図書館へ直接、または電話にて 

郷土資料をもとに大垣の歴史や文化について学ぶ講座を

開催します。 

＜時間＞13:30～15:00 

＜定員＞80名 

＜会場＞スイトピアセンター 学習館６階 かがやき活動室６-１ 

＜講師＞坂東肇専門員ほか4名 

＜テーマ＞「維新後の大垣城」、「大垣藩の江戸屋敷」など 

＜申し込み＞6月17日（月）から大垣市立図書館へ直接、または電話にて 

＜日程＞ ７/１３（土） ９/１４（土） １０/１２（土）

７/２７（土） ９/２８（土） １０/２６（土） 全６回


